
平成２８年 西部支部新年初射会 報告

日 時： 2016年1月24日（日） 9:45開始
場 所： 所沢市民武道館弓道場
参加者： 114名

開会式： 開会宣言 花井 俊則 競技委員長
拝礼・挨拶 森川 寛人 支部長

昇段・昇格者へ認許状・記念品の贈呈（7名）

優秀功績者表彰（2名）
第66回全日本弓道遠的選手権大会
個人 第4位 和田 秀之（和光）

第128回明治神宮奉納遠的弓道大会
個人 第2位 粕谷 吉一（所沢）

射侯説明 花井 俊則 競技委員長

巻藁射礼： 射手 教士七段 本𣘺 民夫（所沢）

第一介添 教士六段 加藤 良子（大井）
第二介添 教士六段 池谷 茂 （上福岡）

矢渡： 射手 教士六段 森川 寛人 支部長

第一介添 五段 大賀 久史（新座）

第二介添 四段 山上 知宏（新座）

●昇段・昇格者による祝射 （７名）

第一射場 一つ的射礼：

藤澤 和子 錬士六段（富士見）

熊井 紀一 錬士六段（所沢）

第二射場 持的射礼：

山口 友吉 錬士五段（朝霞）

小林 孝則 五段（所沢）

川端由美子 五段（所沢）

簡野 肇平 五段（新座）

大島 和馬 五段（三芳）

●教士による一つ的射礼

１回目

第一射場 永島 英男 教士六段（所沢）

草賀 淳 教士六段（所沢）

第二射場 粕谷 吉一 教士六段（所沢）

池谷 茂 教士六段（上福岡）

２回目

第一射場 斎藤 和子 教士六段（新座）

青田 昇 教士六段（朝霞）

加藤 良子 教士六段（大井）

第二射場 橘 秀光 教士六段（三芳）

花井 俊則 教士六段（三芳）

吉本かをる 教士六段（新座）

●錬士による持的射礼（以下氏名省略）
●五段以下は審査方式による祝射

捲藁射礼（射手：本𣘺民夫 介添：加藤良子・池谷茂）

昇段・昇格者による祝射

矢渡（射手：森川寛人支部長）



順位 氏 名 所属

優勝 三浦 良子 錬士六段 上福岡

２位 野瀬 武博 錬士五段 富士見

３位 関口 二郎 四段 所沢

４位 関野 進夫 四段 朝霞

５位 山口 正彦 錬士五段 所沢

６位 熊井 紀一 錬士六段 所沢

７位 平舩 栄治 五段 志木

８位 斎藤 和子 教士六段 新座

９位 山上 美優 弐段 新座

１０位 本𣘺 民夫 教士七段 所沢

召 集 ： 所沢 会場設営： 所沢
進 行 ： 大井 賞品準備： 富士見
記 録 ： 志木 駐車場 ： 朝霞・和光
看 的 ： 上福岡 受 付 ： 三芳

年賀準備 ： 上福岡・新座・三芳・和光
矢渡介添： 新座 写真撮影： 境 和久（朝霞）（支部広報担当： 齋藤安次）

大会役割分担

競技結果 射礼・祝射による一手皆中者を予選通過とし、射詰・遠近競射にて１０位までを決定。

一手皆中者１１名
↓

射詰的中３名、優勝者は八寸的的中。
↓

４位から１０位は遠近法にて決定。

本𣘺先生の講評 / 心に響くお話でした

弓道を通して「長幼の序」を実践し
人生を豊かにして欲しい。

講評 ／ 本𣘺民夫先生

※「長幼の序」とは儒教における5つの道徳法則（五輪）の一つで、年長者は
全ての人たちに慈しみの念を、年少者は年長者に畏敬の念をもつと言う
人間関係の規律のこと。
他に「父子の親」「君臣の義」「夫婦の別」「朋友の信」がある。

優勝決定戦

決勝戦に残った１１名の射詰競射


